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混合法薫に関する抱内労洲 法の一校艶義:お王緊類

の知り柑るnりL:て於1.､て来ti発が引 1二丈軌 王見当

らfLl･.而してこの併盟 主持Z=放火の打位の教会の加

重狐色火弧 :FNする叫 解長の前払となるべきものと

.ulJ)れる.之はNA色火廉の紫色の大き芭及び形攻が不

賓であって普通の噸 解法を以づてする ことは殆''..ど

不可好であるからである｡而して耽々の欲するここ,-I

は解 法が各氏分火*t=ついて対称的でか ),雨も簡易

【こして突用的TL袖 丈を斗BJITるt=ある｡之が為に繋

耕 土各火獅 FTElのtyE係を迦桔ナへき研1こfJ:-つの維介

L変数Ti･.g入することi･考黙してその日的を違すること

が出来†こ.fTiして本文の群島はその格別の場合として

雄一装繋の功合[=ももとより讃用し相,且乾累の形状,

ビ '̂J/チ-,火謎のカ等を兵にするtZ･意の散の成分火

発の出合滋茄 について計芥し相,317(=放いて従来より

/i,Fに一見紺ちな抱内郭ia解法とか肋されるであろう.

ll l己号及び半位

発射話にgtするもの

l･ 幻の口伍 (dm)

C 光AI体操前群内生昏紋 くdlr)))

0 碕円全笛粁 (dm))

C' 爺畠Ⅷ (dm})

p-Oc'昏盟比

q 筒内聯 面研 くdn■)

発射件1=現するbの

1･耳1托(kEI)

r 府内任か 一己の速星 (dm′scc)

l'和迩 (dTnJSeぐ)

火jflに囚するもの

J 火三拓のカ (dTn)

( ビバケf-- (1/scc)

71 火頚の米用7 '̂リサム
】

8 火井の特産 (I-7-日Oを儲 用する)

'r 火欺かまの平和.柑 脹依故

7 火難 Vスの断黙盟BLt僻む

(T'-7■125を貰ffW ,JJ)

p(I) 火策の形状:=院する撚切珊

(･Y火難の荒と状に現する解放

(廿状火繋 G+0.缶状火判 り-1)

Z 火弟の倣 比であって既に他暁Uス化しTこ

魚と裁初の全史との比

E.金製策放くkg)

A-LECI E･乳比BT

17. 尭射停点勅時の庄力 (kB'dmt)

竣 合 7Zi7t.

･1-I;(l･̂ ;) 仮想棚
I 抱内野JTg併載(発射筒の弧絡抗力一二四する

係救)

大 火繋片及び火兼ガス中その人侍史の訂分は

兜脚 本と共!=33!勤し,船 主発射績と共に瀞

止ナるものと3@故ナ.

x-:::二 発鵬 の常内浬脚 長と強攻比立上

に94する碑

抑 助i5丑及び禰助変幹

可 :I,,L･ 斬 B:t& (装如 成秋 朗 互の閑銘

を連持する変数)

も 発射体の拙 時に虎 する上の綻

添字 一 一滋に触 完了時よめ瓜 =並べて ･春日の

火難fzまわす.

+ ) 鮒 を完了した火熟rL淡わナ.

' L 貴様に伽 を完了-I-る火新の推牧完了点の

軌 を瀬わす.

I ･ 発侍の生血突起前【=胎規ナ る大領を兼わ

す.

(',1⊥1) 耶 t帯日の火窮と次の耶 (l+))寄日の

火盛とのI叫の触 区T+inを77=す.

添字 t.1+l 同上の広間に応ずるEli･示す.

ltl-∑iI叫｣lL 妖氏恕完了火器(=EPづるもの.
1キJ

ilrI-∑Jr叫 Jl 倣 末文JT火矧 =関するtIの｡
Lzrr



ll-∑′L<i･l'tGrl 】亀牧夫完了火範にJSするもの｡

Jo-∑′lOIJ(ZGL 倣 未完丁火難に房するもの｡

Lf-∑′JbJ:悠疑完了火素t:tPZするもの｡

U〇･･∑ノーU一 伝妖完了火射 =田するもの｡

(兄卯休まJb発甜 )

心･-O-,
〝

.V FL tl-1

.Iq} 2 '

B昔 ･吉--㌢ L｡･

･-i:.:'.1コチ こ･1.･

I7T-I.17石.丁.

il+V万

JhV'LT

し■-1■1
a(t･-/)I
(JナL.I

J.i I(,TI')･ {F 'T ー~

Alf･4(I-帖)-Ub ここ1=左辺荊一研中 Z.4はた掛 比を,-a.し,第二研

･̂I,Il即 8(.,･†王)[=か て袋用すべきりこ弔 【王達甜 :=患CI一発丁した火勢 二田するもの≒ぁる･

するSZ労協 .那 , い ) 全火放 牧完了技の賢既 設式

Jr…-((-恥)(E"-LJFり(/.,.+t｡).'.', L'(ト T･)'- 00nSl

･'････L- A-I-1･L怒 ::;:;:-I:.://:I:霊 芹:1':.: 3[2｡讐 芸 fJo畝

皿 解 法

解式を惑出するに当っては混合法邪の成分を･なす火

完の劫には特別の部鮫を殴IJTJ..い｡而して犬等の柊教

澱rJ次の如くする.

火梨 1･ /I, 1 (Ill.

火茸 2･ J'. =̂, (I.1.

火三襲 ･ JE. 1 (;I,

放牧面訟 p(-･)として【三舎GZの形状に活用しi3-き貴

/L'-だ的と考えられる次式i･卿 するl).

タ(‡l)t=Vl-(.'Zl

王.'二価J*の為茨のEii丘を用.･る.

1

このことは7IIJ=火蓋放牧の皇嗣を通じて不変であるこ

とを示す.
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31 基本文

次のものを用いる.

(l) RさsAEの式

.?,禁 ･苧 fJ_'1--ip巾 て丁 (C-叫

l■

但し 】-∑oL+∑Q')
I+I }

(ll) I(ewtorIの延肋式

･%-･･･

(llI) 火策の放 文

一慧 ｣叫 p.(Zl)J･

tI/I
dJ-A ,汐亡くZコ)P

<Id7'-=,.ゆM E),,

(lV) 発射件の丘】伊辛の土冬r_サー表こ

之は芸才:≠:(I)中 Z-Zt. C-(,r-Oこ33いて

.志JLVI2'･+早/･̀p p.(ど-恥)

苗本式 (Ill)Tt･火兼日 ,2, (=つ,,･て

現分-,L'ると

/:II:'タ:(Zi.rJ:I,LJL
tl:l浩 一J:JVL

∴∫.FL怠 -I:FUL

之より

÷J∴.'L(Zz'l)-.:,,-I.E3急 =
-÷ J:'Ld(ZzL.,1

-I:t･JL-た (.)
とおく.今 pL(Zl)-Vl-(･EZ'Jを.,用いると



l:',,'izz',,--i (.-､′i二両

ェ'ころJ,Lち之を (I)式!二代大して

i云 ~(ト V '-uIZ･)

-.｡云(I-VT=司石-

-I:示 ｢(ト Vl-G･Z･)- ･一上 (2)

ここE=lは沓成分火英田互の況係を迎指す-き新,･=な

IVイr文ikである.以下 この媒介変数を利用し レー…L,

A-I. A-E,A-/'等の卵塊を決める｡然るときはこ

の 上別 宅介とすることE=よって t-Z,｡-V.C- l一時

の園辞が沈められる.

亡2〕 A-ZLの四隣

上記 く2)式は Lと Z'との開床を表すものである

那,筏の正二正の為 ZHを 上の職 で現わしてお く ｡

即ち (2)Eり

zL-(ト…-1･G･) (3,
王'=恭 ･番の火薫が.q故完了して ZL-:となつJこと

きの 11の姑は (2)式よりi亡に

･L-孟4-vi二両 (一)

但し Ilの幹事･は坊 ･等の火器の愚妹完了点に応ず

る Aのやを荒す.

亡3〕 ムーぐの甜良

基米式 (ll)より

.:I:--･･.

同 (ul)よl)

･L.:.
一石.~= 1''▲(Z ･)L'

辺々柁験して J',Lを消去する

.訂 ･･･L･･.I(.三 一̀O.)-A
之上り

-1Jli-2L4 2_VJJ-与1-0

7_(る二次nt=式が狩られる.之=り

･･-2(･1竺誓 璽 ･) L"
亡-〕 1-CのE花環

義;#式 (I)エり

.宗J:.bl7L咋 ′,り -÷pL2- ..1'.(p-qu,

芸米式 (ll)を甘さ換えて

岬 dc - I)

之を上式の l'(=R入ナるときrま

-▲2(二･車 q･,,･=叫 ,-,,-uL.=

-A(帆 )(C一｡U)意

但しここて

II-1 q7.I_1 三 一L']. ↓_Ill2 ■ 〃

この式をTのfEE_やを考止して妄≡診ナhl三

LL･ (J:-L｡)dL

･-1b - die-2pL+7

令

一斤1J+2Jl上+7

--4(ト e'誓 一)(ト p-qVI')
d(い A)(/+A)

なることを考【tナI111(サ)式二七

･(亡 くL-ち)d上
<-¶C･ α(e一七)(∫+I;)

Ⅰの妃母を考慮して右辺を吏i=砂 ナ川 三

芯 (Z･)"Z' -e:L三J-E豊I,菜

=t- -= ∴ _

p--エー(ト▲｡) (5) 軒 IEm (0.])E:放ける戒分を示す.斜 ･朋 のg

但し LJは発射鞍の連Zb完走&=丑ける L;の位であ

ら.この Afは次の如しで東4)a.耕 式 (lV)より
∑/I-･Z･■-J'Jlt-lv)-∑J'Eq-A

とおき之I=(3)式亭 ZL-Z'.,hL'とおいて上式(:

代入ナ11は

聞 く.-1,l)では之に応ずる E,I,E.I ,'ERか iL

a分のTERは ･l_L.ALlをL=,-Jのである.之は勾丑

摂分であるから,SZ分せらrl.'二ii.ま

空 _I((-)I)-E (/一上)JP
{-I. (,一LJ-E'(′前 ;戸㌻ (,)

甘さ1-_135して



({一寸t')(C-lo)Jl(∫+Ap)′

-(E-1V)(e-A)E(I+A)′ (10)

血 .r土地 であるから之を -̂とおいて
'̂i({一打E･)((-lo)A(/+I.I)′ (ll)

だつ=(10)より

(E-1TY)I,tL'(亡-A)IC(/+上)Ir (12)

之が求める 上-CのEB床式である.

次!:区r,'Tの蛾 の休作T_I,しらぺでみる.(12)式を恭

一･区r,nの くO,i)横広[=;書くと(e./,I,I.JIに改

革を･附してFSr,.1を区別する)

(rlJIJy).I(引くEcrlL)-叫1(/ct十Jl)-′oJ

(13)

痢=EEW ().2)の始瓜 二ついてyけは

く.L-77L･)-^はくel=-ll)~ガJ2(/l⊃+Ll)~Pz2

日ILl

上=式で fLと Llとは共通であ,-A.(13)式と(Lヰ)

式とは托専しいから

i:Z:=慧 深 …霊 L,:(,: (】5,

之より '̂ltの節が或められる. '̂t,I.1rf攻める丑も

-12'J式i三R:it:=して

'̂,r･･l rL･･･一一七･)5'七生 /l･= +lLlr'･ii_
'̂(_1,l (LLl,卜 上l)È-1I(/I_I,I+AIylJ ■

(18)

而してgriZl(I.1+I)!:充 ■ろ Cの依.まく'2)式を一

段化して

(r-T4')-Trl,I.I(LL.I_1

-上)~J:ll+)(/.,I,1+I)-rJhL

([7)

次に (17)式より(I-～)が無限大でない為の技件▲

換冒すNl打点を無敵 ことればその何れかのl吋で火炎

が全紙 炊完了する為の煤件Ti･攻めてわく｡((-～)

が再取大でない為にはく】7)式より(･',ht-A)が零よ

I)大である ことが必¥である.狂って

eE,l◆1> 上

DD.)

(C1V'").,.",上

之を全火饗の触 完了乱 こiSけほ.この点では1-0,
ll(-C,Ul'∑JJ-)であるからⅠのfEやを… ナtI

I!.

d-■;L I Lr- ■;i L
≠-1

･--:2UJ 許 L｡:

之r/上式に代入して封現すhtf

15

I/hir 一砦 ->小L/, (18)

上式は求める休作式Ieある.

全火男が愚暇 丁をしているか否かの相思 主

rI<0 捻 填実 7'

rJ>0 位燃 了

にてTJ:LtiIる.

【5⊃ A-1'の好打

Zi劣式 (L)より

∑/'uIZ''∑ /,EV,"=1,･･,J･_l～J
c-71E(

ZF,り 二(3).(5)式引t入Llの記号や考放して恐

現イーllII

J･-1･- 蛙 ナ2姓 土L (19)

式はFに分手を,田立分解して

)･-b■(rJ)(J十と) (;C)

(12)式を之t=代入して

J,-1lT (.-A)I･ぷ･(/ー▲).･, (三l)

区間を区罰して書けほ.｢校!=gliE(.,L+1)で.主

I,-A(;I)･･･L(･･････
-A)IHl･l･l Ur,I,1-A)卜′u-(=2)

とf_る●

⊂6) 最大監庄

(21)式の対歌をとると

]ogI,-loghLT+(1+l･･Hog(EJ )

+(1+J●)log(J'+A)

之,i億 介し昔 を伽 之絹 に凱 くれ 即ち

':L'-,･(一票 弓 ニ:')-o

J'キ0とすItは右辺嬉苑内は葛とならなLlllllTJちな.

ド.之を'Ji足する上が最大長EJこ応ずるE■である.

従ってこの防僻より

8(1+I)-i(1lLTI)
L--:､‥ilだiI ' @)

(23)杏(12)･式r;ft入すN f最大琵圧点(√■-,I甘)那

褒められる.また(23)杏 (21)ヨ:r=代入ナiヽほ.Jt

大麦圧I'_が浪められる.BP-)

r･-qr-̂･(讐芦 )E'P(け F･T･(l･'FT ･

(.''{)



コ:粟 火 実 也 女 也 姉 17管郊1二訂

霊 忠 言_'二小' (2,) 賢 次:≡賢 火器 と:_;･i o.13｡

qEfEl祭!=.まく21),(二5)式'=上らず.(23)式に上って

先ず 4..fz押 し.次いで (12)式I=よっで {_-7,E･

fz計暮 し,この 上_ と <--h を (:0)式!=代入して

J.Aを打許･T'る方.}}庶促である.

33 思策完了日の罷監

各成分火.帯の取虻完了J'u二つ',.て.rま(1)式に上って

tlが或められるから之を (12)一式にft入して魯火,常の

脈故買TLLl:応ずる elt,･求められる. 王T=之I=;芯す

ちrt.J'Iは夫々(5),(2D)式より淡めらhる.Lrの

うちJt大なるもa),即ち

可二一L,･LL (26)

は全火災の放牧完了時間 JJl=拡するFl'Tある｡従っ

てこの LIT/用',.て同法[=(12).(5),(2〇)より放牧

芳7点にI己1 る EE, El,J'J.が求められる.

34 ,思概 7経の珠法

皇火詞が桔梗完了LTこ銀に放ける深江は混合媒発の

幼合もJt一粒 の毎会と仁等変るところはTLl･.何ら

芸善 式vlz利用して

P(C-7Iq)TE亡OnSt

この辞任.王低位完了FTに友一､ても,思gt琵7校J)何IpL

のLTに焚いてIJノ同誌てあるから

F'(ど-1?00)Td=JJ-((rlIV〟)T

lの官己号に1jtって,上式より所望の圧力式が得られる.

JI-LJJXJT ′:7)

速度式,主甚米式 (ll)T.p利用する.(ll)をF7U●て

LJt.Ir-Iu,

之を (27)式に代入すれば

･･rdr-(ec二二q:)YnJc

之を規分して払理ナilほ

.-･叫 !+-土 .ム ー(,卜 Tu)(ト ･̂,-,)
/1 Y

PPち

I 7-1 r

l T] X 例

; 棚 貰…≡ ●､て器 を茨:pa=';諾
九L7dⅠ25 0EIZJ8 亡′-I.7ム7

J'6-40.〔93 q- ⊃_7854 p-6E丘7

1

1

■ - + ∵

:(0.3 0.ccxlCF OCCB25 0335 0.27O

hTo3 1】OxlC4 00コ23_'l O238 01Co

A2-∑qIICZ3C▲027C+Oく(芳一08cc

⊂1⊃ 与件の吟菜

先ずIj件!,'･(18)式の脹件を済足し厨塁の欝が柑ら

れるか苔かi,吟昧する.

先ず (1ち)式の去辺を演める.

(I,-∑yJvJ
J

-(O72ポ0130+090×02-0+uOx0.400 )AlO0

-0~::llCr

T-I;(,･守

-･･C2鳥告 車 83x晋 1
-つ.[8･tl

q3-(0.785<j-06lt9

〝- oeだ.'e',0 - e･=≡77OJ1.

vL'J 2 xc.cm xo77Tx y
～-l ■■ 12五一1

･一三÷49二の

,/詔 17:ら

次に ALT_p食める.之rL(3)式より

･-1を (ト ､′福 1

火繋 ylo1

41- 0∝舶2×0,47 (｣ ､/iこ茄 一7)-2咽

火謙iNo2

I

AP ocoa25×0305(1-～/T二百二面 )-273

火繋 2(0 3

2

L,- oco232xO236 (ト V1-0･236)E" 0

従って
tJ､Il､ Jt

であるから Eけ 1】-Tある.従って

/_i 吐 >上.
l ･･一t■7

である.このEf保に上って (18)式が済足芸l'Lること

は朗かであるから.与件によって所望の舟遭群が灯ら

れることが糊 しこ̀.



氾金紙 にEFするねた51iE耕法 17

(2⊃ 判fTr3( (alL士だ･Elや+はBlZEに召せめから旅蓋する)

tのた号(=嘉さ必要なる耗棚 元ẑlr井しておく. この l一は L･の何れよりも小さいから,射 す件左折

7f■gRjl.i芙㈹ 1り:(o l火舞が放牧rl埠る mE二だgtする火難が1_1いとし･こ仮芸は托用出去る.

iiJ(C,l).之より yo-コ火罪b'･B牧rt特る12;(t,2) 4.8,7.I,/,F-1,LI,I,, '̂

及び之より .TIc.3火薫が放牧与板る迄 (2.3)の三つ 夫々の書式に上って東めると次の如くTl･乙.

である.

/lrIJl
X'o 1

Xo.2

h'03

/l帆 L-10I

.TtoA

No2

No:I

Nl-∑/JWl/lIl+)
(C,))

:寸o! 132

.<○ :2 ''93

h'0.3 1eel

.1t 343

･＼-こ/l･.tlJt;.
LAJ

(a.i)

潤

m

(2,3)

!C2I

lC=t

(2.3)
h'O.t oep2
No2 0763 0.783

Xo.3 05るO C㍊0 0,560

･V 2.235 L313 ご563

fl-= /Jtl

(0,I) (-,2) (2.3)

ItTo 1 1 0.On占ylC4 00938xZCA
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E H53 1102 -〉Lb

/ - 0.1'/ 48C3 23415

Jl 5B17 61日 5.700

) 0.07916 0:棚 15868

logI( 179237 1825lt7 208193

亡3⊃ LL-Zlの計【群

(3)式 上り

zr A･･･(l一 三,･GLl

l=て打;■すると次の3ZLりでも,-J.

EKrNl 上 No.1 PIo2
(C.t) Ⅰ6.11 cc64 0051

三O C=' OJとI
ICO 043皇 0.all
は0 0830 0与6q
こ∝1 0.829 O6L8
=18 1.CW 0756

(i,2) =tB I C7弘
1こ0 - CqC3
三38 - l,COつ

(=,3)136
103Lliウ

llつ 4-Pの計許
d O7854

-o由110三 l<･52

oco o.op36KICdo3366KIOl (5)武上r)

次L=先ず発射拝の起劫mに偲gt-J･る火灘はないもの

と℡放して IBを究める.

.1ん-JIBI-2243
-1I-_Vcr1-2.235

A~J'.(′III･)=4∝00(i?亡7-110xO.∝0)
･一三518

(6)式=り

叫 噂 Ll:･1

-2(22竺瑠 塾 塾 )
-16.ll

17

ー (t-Lp)-ll52(i-16日)
〟

氏 rid I; k｣ l

(C.]) 50 33.89

]∝〉 83.Ptさ0 133_89

2CO 183.80

:18 23.80

(I,A) 218 zLq〉3;0 28389

さ36 3lp.∈P

(2,3) 334 31980

1cc 3茄 ,89

44O tc .83
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計

間

の

､り

1

区

-

e
i

1
5

L
9

打

7

Ⅰ8g(i-A) log(j十L)

30125 】7∝14

L7923- 3.0224 2.W

l'79237 3∞13 21767

17¢23- 29791 23DL5

)79237 29566 23933

Ⅰ92519 2.9315 2i713

192519 29042 25一日6

192519 28342 25513

20.8193 2763i 27583

20.819:) 27)26 2B〇24

20.6193 26599 28417

与件L=よって 0-ll78であるから簡内にてiS境.土完

了LT.ド.

〔り J-Pの訂37:

(コ0)式より

J,=,･L･(′てC/'l(雲 1̀'

(logb-log-qp'-I0569)
上式右辺の槻 値は(5)の計 算 策より 食 め ることが杜1

才くる｡従って

g W A )og r J'

(C,L) 50 5D419 1101C〇

l∝) 52280 169L00

｡

防

t18

m

9-9

m

672

袖

6-5

6-｡

m

I

仙

慧

還

m

m

慧

㈱

慧

150 5 :2733 187eC0

2CO 52560 1㍍ C〇

24S 52Cu l占C900●くldC=00)

(I,フ) 24S 52026 15950C'(1602cc)
己〔0 51042 127100

336 5.0200 10ITO)

(2,3) 3:6 5.0200 1047C9

1∞ 47988 629CO

ieO .1541.1 3与弧

･坪の計第二鰍 丘池 上-鼓す-きであるが.計井誤藍

の為に斯 く武･Dl=のであ,-JかL')この二つの字租 (∃皇

訊内の数字)をとることとする｡



〔7〕 丑大庭庄点の計訂ニ

JL大鼓gf.Jの位qEはEltLn(0.1)!=あることが E6)

の柵 こて沖 られる.(23)式上り

k･- E(什JT.-F/.(芦 ',i

r,/.F･',F'【ニEEW (0,))に応する廿を用いて

上.≡1iu +D･07A +0LA +坐 -
5847+0.079+2

=157

この班を (12)式に代入して

亡N-TIb-】652, ･■-2532

A.. . 'E.の伊を (20)式に代入して

L'■-187aW

をはる.j丸ヒによって粁井 されに柑 元をE盗云する

と次の如 くなる｡(前rlかW,但しJ'likg/cmつにて示す)
T JS t&

て一つ∃違集とLr=砂合の地内棚 臣が和られ.'=.T而

してこの肌 こ当って仮菅とてしは り-‡ 関 り 二

〟,之は CharborLmerの甜 )L=於P.'て府に用いrJ

れT.:ところであって解珠の理謝 勺榊産を甚しく低下す

ることはTJ･いてあろう.即ちこの他 主従水の階 の

捕まを鼓ね保存しつつ7!1こ多托火難の混合抜雛の解法

に漕する如 く泣こ妨Llこ/i)のである.Ll=井例lこ故'.1て

知 り得る如 くその仲 之席y)て佃琳乗用的と且考せ

らI'Lる｡

以上の解法を迎拠 勺l:拡現すrLlま恐 らくは掛色火炎

l=適合すべや弛 式が柑られるのではあるZいか.こ

の点は雨蛙の和 に映つ.

文 献

)) lJJ髭冊兵,裾rzl付gJ 火野地鯉EDBt何字的閃併lこ

ついて.火炎fP血沈,26L3(和7118JTl)

2) 11傾 百九 七内PIia中計裁 那二13那11や Cha-

以上L=よって悼放散i･兵にする多数の火邦与･iA合し ltX)rmZer■ウEIia学

新 発破 理 論 の実 際 面へ の適 用

- 引 抜 l) 主 応 力 破 局 設 -

(rl和31JEpH JJ20H 受 理)

利 ETl 辿 ･m lL 一 三

(l体 油脂稚大会社充丑工JiE)

§11t t

岩石発鼓の際の故勿現額はかfLり独雑fLもので,一

役t=はこれをZI生駒 に解析することは相当面的であ

り.同相な=.三の必式を以て紺し柑られるものでは

lJい.先E=桝 は1㌧ 自由面を有する発鼓の伺Eを

力学的E=考究し.先ず発破の扱分方株式二･を7こててこh

を渚当な卿 旅件の~下になる- く感甥(=解き.岩石内

の各fnlこ放ける主瓜力の大き岩 と′その力向を汲める

ことが出菜T=｡そしてW の相 が引班り主応力であ

ることを軌範として.書遠の藍塵堵鍵の齢 の-自由

面売払'Cは.its)斗他 が 13-14附近(:I-_-るような

設計が鼓も鍾済的と甘えることi･nJlちか1=Lに.

4 L四はその窮略 をZS礎として,史に失用面(=退毘 ∈

せに純果L=ついて報告す る.これにJIlは.til斗孔の形

帆 まもちろん,書通果敢から,.r13罪払 大発破に至'-J

冬EZの罪点方式,El=は祐圧気簾を利用する発軌 =符

しても,これらに繕 う好投 敏とともにそれぞTL示見な

税別を与えることが出来て.一つの新しい先取理親をp

形成することが出来る.

も2 裸準生薬の陳件

朗報(=宏て.蜘 i鮒 策,-自由面発鼓の切

合に,岩石内I:発生する主応力分布を計P:し.現 】の

如きEB巣をNTこ.そのとき境罪体f.+としで,%L石に佑

校変化のない場合は,甘速E=用いられている所の自由

軌 こ放ける併作.即ち軌 応力 qm-0を川いたが封

石に体横変化i･考える一･位の取合では,櫓に白盤面の

JFで dllatatlqn(体現変化)0-OをJfTい Tこ】). これは

盟給(:新し言を･湧入ナるものである爪 印鼓現収が艶

めで転時rylであって.自由面では抜かの体現変化が鼓

額を･もT=ら十と葛えらrLるからITある.

tZIlで矢掛 i剃 力の方向を戻し,引替 り主応

力はこの根に荘Vl'Cある.払って酌和では引折 りによ




